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エリア拡大版
MAP（表面）

地域での説明会

7月26日 高篠
8月1日 四條
8月9日 高篠
8月22日 四條
9月12日 四條



エリア拡大版
MAP（表面）



全体の伸び率 130％
まんのう地区 230％

まんのう町への拡大により、まんのう町での利用数を上回る増加がみられる



買物・健康施設の利用が目立つ
通院などでの利用が上位に入っていない

↓
健康な方の利用が中心

JR琴平駅→通勤・通学利用が一定数見られる

拡大エリアでは、
マルナカまんのう公文店

マルヨシセンター満濃店がランクイン



ピークは午前中

8時～19時前まで高い水準で利用

運行時間終
了前の駆け
込み利用



週末の利用が少ない傾向が顕著









琴平バス株式会社

事業の全体像・共創の仕組み

琴平mobi
運行会社

琴平mobiとスマートマルシェの全体企画・事業統括、
地域関係者間の調整、事業の推進管理

実施主体

株式会社コトバスMX

琴平mobi（AIオンデマンド交通）の運行業務、地
域農産物などの配送業務（商品輸送、店舗への陳
列補充）

運行主体

事業企画
100%出資子会社

店舗運営

農業振興

商店街振興

自治体

新町商店街の活性化・地域住民への周知啓発地域
イベント企画、商店街との連携調整

共創パートナー③
株式会社地方創生、琴平町商工会

共創パートナーの負担

商店街振興に係る企画経費（広報、イベント開催
支援など）を負担

行政支援（地域交通政策の調整、住民周知支援、
関係団体との連携）

共創パートナー④
琴平町観光商工課、企画防災課

共創パートナーの負担

行政調整に関する人的負担（職員の人的支援、地域交通政策の検
討支援など）

無人店舗「琴平スマートマルシェ」の管理・運営商品管
理、販売促進、キャッシュレス決済管理

共創パートナー①
株式会社コトバス・コミュニケーションズ

共創パートナーの負担

店舗運営管理に係る経費（人件費、販売促進費、
システム利用料など）を負担

地域農産物の供給（新鮮な野菜、果物など）生産
者訪問ツアー開催に協力（地域観光への貢献）

共創パートナー②
地域農家（サブミテラス、どろんこ農家など）

共創パートナーの負担

農産物の生産・供給に係る経費を負担（栽培、生産
物搬入など）

琴平町における交通空白地帯の解消に向けて、AIオンデマンド交通『琴平mobi』と無人販売店舗『琴平スマートマルシェ』を連携させ、地域交通の維持発展、地域住民の日常的な買い物

環境改善、地域農業の振興を目的とした地域循環モデルを構築します。地域住民をメインターゲットとして日常の移動と買い物環境を充実させるとともに、観光客向けに地域農産物を使った

付加価値商品の提供も行い、収益面の安定化を図ります。

取組の概要

「交通×農業×観光」の地域循環モデルによる
琴平町の持続可能な地域交通と商店街再生プロジェクト

「走るだけ」ではなく周辺地域の再生にも積極
に取り組んで「地方創生」に貢献しています。




